


令和２年４月、土地改良施設ＰＣＢ廃棄物処理促進対策事業が拡充

1 事業目的

国営土地改良事業により造成された土地改良施設において、ポリ塩化ビフェニル（以下「
ＰＣＢ」という。）の確実かつ計画的な処理を行い、もって土地改良施設の適正な管理に資
することを目的とする。

2 事業内容

土地改良施設の塗膜に含まれるＰＣＢ（以下「ＰＣＢ含有塗膜」という。）の濃度分析調
査、ＰＣＢ含有塗膜の処理等に加え、国が自ら保管するＰＣＢ廃棄物の処分等を拡充。

3 採択要件

昭和41年から昭和49年までの期間にＰＣＢを含む塗料による塗装が行われたおそれがあ
る土地改良施設であること。

土地改良施設に使用されていたＰＣＢ廃棄物であって、国がポリ塩化ビフェニル廃棄物の
適正な処理の推進に関する特別措置法（平成13年法律第65号）第８条第１項及び第15条
に基づく届出を行い、保管しているものであること。

4 事業実施期間

本事業の実施期間は、令和２年度から令和８年度までの７年間とする。

※事業実施主体は、直轄事業（国費率10/10）では調査管理事務所、補助事業（補助率
1/2）では土地改良区や市町村等になります。

令和2年6月、木曽川水系土地改良調査管理事務所（以下「木曽調」という。）は、犬山
頭首工の広報活動について東海農政局長賞を受賞しました。

本件に関する受賞は、本年2月に受賞した全国農村振興技術連盟の広報大賞特別賞に続き
２度目となります（バックナンバーNo.36参照）

木曽調では、犬山頭首工において、平成30年度から観光協会との連携による「水の恵み
カード」や「ダムカード」の配布、外部団体（自治体、私鉄、旅行会社等）との共催による
大規模イベント・見学会の開催、地元新聞への犬山頭首工と濃尾用水に関する掲載等、積極
的に広報活動へ取り組んでいます。

今回の受賞は、一連の活動が濃尾平野の農地を潤す犬山頭首工の理解、さらには農林水産
行政の広報に寄与したことが全国的な模範となり得ると評価されました。特に施設の説明に
際し、概要書を読み上げるのではなく、参加者との笑いを交えた対話や質疑、ゲート設備の
操作実演等による効果的な説明を各職員が心掛け、参加者からも「犬山頭首工は面白い」、
「他所の施設では体験できない」等と高評価でした。

犬山頭首工における広報活動が東海農政局長賞を受賞

操作実演の様子
（犬山頭首工管理所操作室）

記念撮影の様子
（犬山頭首工管理所屋上）

犬山頭首工の全景
（犬山頭首工上流から撮影）
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近年の水害激甚化等を踏まえ、ダムによる洪水調節機能の早期強化に向け、関係行
政機関（内閣府、内閣官房、国土交通省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、資
源エネルギー庁、気象庁）の緊密な連携の下、総合的な検討を行うため、既存ダムの
洪水調節機能強化に向けた検討会議が令和元年11月26日に設置されました。

令和元年12月12日に開催された検討会議で、「既存ダムの洪水調節機能の強化に
向けた基本方針」が示され、その中で、令和2年5月までに、一級水系を対象に、水
系毎に治水協定を締結することとされ、河川管理者（国土交通省地方整備局等）は、
ダム管理者と連携して、水系毎にダムの統一的な運用を図ることになりました。

これを受け、全国109の一級水系のうち、ダムのある全99水系において、河川管
理者、ダム管理者及び関係利水者等で構成される協議会を水系毎に設置（事務局：河
川管理者）し、令和2年５月末までに水系毎の治水協定が合意されました。

これにより、既存ダムの貯水量のうち水害対策に使える容量の割合が、全国でこれ
までの約３割（46 億㎥）から約６割（91 億㎥）へ倍増する見込みです。

東海農政局管内では、農林水産省所管ダム13基について、有効貯水量の約15％が
洪水調節可能容量として活用されることになりました。

既存ダムの洪水調節機能強化に向けた取組

水系
（一級水系）

ダム名 区分
有効貯水量
（千㎥）

洪水調節可能
容量（千㎥）

矢作川水系 羽布ダム 直轄 18,461 3,162

木曽川水系

牧尾ダム 水資源機構 68,000 9,172

松野ダム 補助 2,350 1,638

不破北部ダム 補助 978 978

小渕農地防災ダム 補助 552 413

谷山農地防災ダム 補助 268 154

打上調整池 水資源機構 2,200 99

豊川水系

宇蓮ダム 水資源機構 28,420 3,369

大島ダム 水資源機構 11,300 1,477

大野頭首工 水資源機構 906 60

鈴鹿川水系 加佐登調整池 水資源機構 3,000 300

庄内川水系 神徳防災ダム 補助 295 239

淀川水系 真泥ダム 補助 1,291 7

合計 13ダム 138,021 21,068

＜事前放流の実施状況＞
令和２年７月豪雨に関連して事前放流を実施しており、上記管内のダムのうち、

３水系４ダムで実施されました。
このうち、羽布ダムが国営造成施設（直轄）として、全国初の事前放流の実施と

なりました。
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近年、農業用水路などの農業水利施設の日常維持管理や定期点検などに省力化や効率化
が求められており、合わせて、目視ができない高い場所にある構造物の劣化状況の把握
が課題となっています。

このような課題解決の一つの方策として、犬山頭首工において、ＵＡＶ(無人航空機）
を活用した、コンクリートのひび割れ計測の実証調査を行いました。

調査の内容は、頭首工の堰柱の劣化状況（コンクリートのひび割れの幅や長さなど）
を、ＵＡＶで撮影し画像を解析した場合と、近接目視で計測した場合と同程度の結果が
得られるか否かを確認するものです。

ＵＡＶで撮影した画像の解析と近接目視が同程度の計測精度となれば、ダムの堤体や
頭首工の堰柱、橋脚、水管橋など、人間の目が届きにくい場所をＵＡＶで撮影すること
により、容易に劣化状況を診断することが可能になります。

ＵＡＶを活用したコンクリートのひび割れ計測の実証調査

位 置 図

愛知県

犬山頭首工

犬山市

・ＵＡＶで撮影した画像をひび割れ抽出ソフト
ウェアで解析し、幅により色を変えて表示

作業時間の短縮
（２㎡で50分程度短縮)効果

要求精度の確保
（0.2mm以下のひび割れを実測値より過大に評価）課題

・犬山頭首工（下流から上流を撮影）

2.0m

1.0m

・調査範囲の設定（2㎡） ・調査範囲のひび割れをスケールにより計測

5m

ＵＡＶ
調査範囲

・調査範囲を5ｍの距離からＵＡＶで撮影

画像解析

近接目視

調査方法

撮影した画像の
ひび割れを解析

調査範囲

目視計測

撮影

ス
ケ
ー
ル
で
計
測
し
た
ひ
び
割
れ
幅
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
計
測
結
果
を
比
較

ＵＡＶで撮影

調査結果

-3-



直轄管理事業 濃尾用水地区（犬山頭首工）について

8,000m3/s超の流れの様子 3,000m3/sを超え、各用水の取水を停止

洪水後、右岸沈砂池の排砂作業の様子

令和２年７月豪雨で8,600m3/s超の洪水

洪水後、右岸沈砂池の堆砂状況（堆砂により過トルク
が発生して除塵機の運転ができない様子）

犬山頭首工では、上流水位を一定に保つ管理方式で、濃尾用水地域へ安定的な農業用水を
供給（取水）するため、年間を通じて24時間体制にて管理しています。

令和２年７月豪雨では、６月３０日から８月３日まで、600m3/s以上の洪水が繰り返し
発生し、中でも７月８日に８,６０８m3/sを記録しました。

管理規程には、3,000m3/sを超える洪水時は、取水停止を行うことになっており、取水
再開に当たっては、施設点検及び安全確認を行うことにしています。

今回の豪雨では、洪水後の塵芥処理作業等も繰り返し行いました。
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本事業は、地域の基幹的な農業水利施設である安濃ダム、第三頭首工
及び用水路等の機能を長期にわたり保全するため、平成24年度に着手さ
れました。

これまでに、安濃ダム堆砂対策として貯水池内への堆砂を防止するた
め、ダム上流部に貯砂堰堤2基を造成し、堆積土砂の搬出を開始すると
ともに、用水路の補修や水管理施設の更新、第三頭首工の補修等を行っ
てきました。

令和２年度も、引き続き安濃ダムの堆積土砂の搬出を行うとともに、
安濃ダムの取水設備・管理設備や放流警報設備の更新整備を行っていま
す。

国営施設機能保全事業「中勢用水地区」について

三重県

位 置 図

津市

中勢用水地区

第三頭首工

盛土場

安濃ダム

安濃ダム堆砂対策その３工事

貯砂堰堤での
堆積土砂の掘削

ダム取水設備補修工事
洪水放流非常用ゲート据付工事

取水設備の更新 洪水放流非常用ゲートの据付

盛土作業中

ダム管理設備更新工事
洪水放流警報設備更新工事

管理設備更新工事 警報局舎(無線機器の更新)

プリンタ
データ
処理装置Ⅱ

データ
処理装置Ⅰ

ゲート
操作卓

TM放流警報
操作卓

ITV操作卓
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中勢用水地区の第三頭首工が生まれ変わりました！

第三頭首工は、水利用の合理化と取水の安定を図るため、「国営中勢用水農業水利事
業」により昭和４８年度から昭和５０年度にかけて、 これまでの在来井堰を統合し、
別途県営事業で実施された第一、第二、三泗頭首工とともに新設されました。

それから30年以上が経過し、機能低下や護岸の崩落、洪水時の土砂流下によるエプ
ロン部の摩耗により部材厚さが減少し、構造的性能低下などが生じていました。

このため、本事業により以下のとおり機能回復を行い、令和元年度に整備が概ね完了
しました。

【工事別改修の概要】
第三頭首工左岸護岸等補修工事（H29.9～H30.3）
・護岸(補修ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積,護床ﾌﾞﾛｯｸ)

第三頭首工土木施設整備工事（H30.9～R2.3）
・頭首工、擁壁及び護岸補修

第三頭首工機械施設整備工事（H30.6～R2.3）
・洪水吐・土砂吐ゲート補修
・ゲート操作盤等更新

【整備の状況】

整備前

整備前

整備前

整備後

整備後

整備後

完成写真整備前の状況

第三頭首工の諸元

型 式：フローティングタイプ半可動堰
堤 高：1.8ｍ
堤 長：固定部＝35.5ｍ、可動部＝70.0ｍ
取水量：1.73ｍ３/s
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国営施設機能保全事業「尾張西部地区」について

１．地区概要等

本地区は、愛知県の西部に位置する名古屋市外8市2町1村

にまたがる受益面積11,608haの農業地帯です。

本事業は、前歴事業である国営尾張西部土地改良事業

（昭和60年度～平成8年度）により造成された、日光川河口排

水機場及び尾西排水機場のポンプ設備等の機能を保全するため

の整備（機能保全対策）と併せて想定される大規模地震に対す

る耐震化のための整備（耐震化対策）を行うため、総事業費：80億円、

事業工期：平成27年度～令和8年度の予定で事業を実施しています。

位 置 図

愛知県

名古屋市

尾張西部地区

本号では、令和２年度に実施している工事について紹介します。

２．令和2年度実施中工事

据付状況（H31.3月）

◇尾西排水機場日光川ポンプ

整備補修工事（H30～R3国債）

○整備補修（２基） １式

・日光川ポンプ（φ2,000mm）２基

・原動機、減速機

羽根車（据付状況H31.3月）

（φ4,600mm） 更新前状況

令和元年度に日光川流域１号主ポンプ及び原動機や
減速機の分解整備を実施しており、主ポンプの引き上
げ・分解の作業日に合わせて、令和元年11月22日・
25日に現場見学会を実施しました。

関係土地改良区、愛知県、関係市町、農政局から延
べ50人程の見学者が訪れました。 日光川１号ポンプ分解状況

左・下写真

羽根車劣化状況

原動機

羽根車

減速機

（φ2,000mm）

主ポンプ

主ポンプ搬出状況 減速機取外し状況

工事実施計画

4 7 1 3 4 7 1 3 4 7 1 3 4 7 1 3

令和３年度

６．運転確認・後片付け

工種
平成30年度 令和元年度 令和２年度

１．部品製作

２．工場整備

３．現地整備

４．据付

５．試運転

10101010

日光１号 日光２号

令和２年度は日光川２号ポンプを11月から
順次分解整備を行います。
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国営施設応急対策事業「青蓮寺用水地区」について

本事業は、前歴事業である国営青蓮寺土地改良事業（昭和60年度

完了）により造成された幹線水路が、漏水や破損事故等が生じている

ことから改修を行う事業です。

令和２年度は、①下流調整池の改修（調整池の遮水シートの張替等

）工事、②美旗サイホンの改修（口径1,000ｍｍの既設用水管内に口

径800mmの用水管を挿入するPIP工法）工事及び昨年度までの改修

工事で使用しなくなった旧用水管を撤去する工事等を行います。

三重県

位 置 図

津市

青蓮寺用水地区
令和２年度の幹線水路の改修においては、青蓮寺用水改良区及び地域の

農業者のご協力の元、３ヶ月の冬季断水を行い工事を実施します。

美旗サイホンの改修工事

施設全景 施工イメージ（ゴムシート張り）

施工イメージ（PIP）

下流調整池の改修工事

平面図
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国営施設応急対策事業「宮川用水地区」について

１．宮川用水地区について
本地区では、造成後約50年が経過し動作不良等が発生している

粟生頭首工の補修整備を実施しています。

２．事業実施状況について

これまでに、洪水吐ゲート、調節ゲート、取水工ゲート、除塵設
備、洪水吐下流エプロン、下流放流工、下流左岸護岸工などの補修
工事を実施しました。

令和２年度は、土砂吐ゲート、操作管理施設の補修整備を行う予
定です。

早期事業完了に向けて、安全や河川環境に留意し工事を実施して
いきます。

三重県

位 置 図

津市

宮川用水地区

下流放流工

洪水吐ゲート

土砂吐ゲート

除塵設備、取水工ゲート

本年度実施工事

下流エプロン

本年度工事の概要
・土砂吐ゲート

扉体寸法：H=4.2m B=10.0m ２門
上 屋：３棟

・操作管理システム
監視操作設備等：１式
ソフトウェア改造：１式

固 定 堰 洪水吐ゲート 土砂吐ゲート

除塵設備
取水工ゲート

下流エプロン

左岸護岸工

調節ゲート

令和２年度工事進捗状況

操作管理システム

平 成 ３ ０ 年 度 ま で

令 和 元 年 度 実 施

令 和 ２ 年 度 実 施

令 和 ３ 年 度 以 降

凡　　　　例

操作管理システム

除塵設備 工事実施後

下流放流工 工事実施後
洪水吐ゲート、下流エプロン 工事実施後
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国営施設応急対策事業「長良川用水地区」について

本地区は、岐阜県南西部の羽島市、海津市及び安八郡輪之

内町に位置する一級河川木曽川水系揖斐川と同水系長良川に

挟まれた輪中地帯「高須輪中」の3,025haの農業地帯です。

位 置 図

岐阜県

岐阜市

長良川用水地区

本事業は、老朽化した施設の機能を保全するための整備と

耐震化のための整備を一体的に行い、農業用水の安定供給と

施設の維持管理費と労力の軽減を図り、農業生産性の維持及

び農業経営の安定を図るものです。

事業内容は、勝賀揚水機場のポンプ設備、堤外・堤内ゲートの改修、機場の建屋・

吸水槽の耐震化対策、勝賀西用水路の改修、水管理施設の改修で、総事業費は、29

億円、事業工期は、平成29～令和4年度の６カ年の予定です。

令和２年度は、以下の工事を実施します。

１．勝賀揚水機場

耐震性を有していない勝賀揚水機場下部工の耐震化対策工事を実施します。

基礎工は地盤改良工、下部工は曲げ耐力補強工（増厚補強工と炭素繊維シート

補強工）とせん断耐力補強工（せん断補強鉄筋埋設工）を実施します。

既設管のひび割れ状況

２．勝賀西用水路

既設ＦＲＰＭ管は漏水のおそれが

あることからダクタイル鋳鉄管等へ

の布設替えを昨年度に引き続いて行

います。

（その６工事 L=３９６m）

既設管へのサポート設置状況

勝賀揚水機場

下部工

平面図

断面図
横断図
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〒518-0８36 三重県伊賀市緑ヶ丘本町1507-3
伊賀上野地方合同庁舎 ２階

TEL0595（26）2153 FAX0595（26）2157
■伊賀鉄道「茅町」駅から徒歩約10分

〒466-0857 愛知県名古屋市昭和区安田通4-8
東海農政局安田庁舎１階

TEL052（761）3191 FAX052（761）3195

■地下鉄桜通線「吹上」駅から徒歩約20分
鶴舞線「川名」駅から徒歩約15分

■名古屋高速２号東山線「吹上」出口から車で約10分
「春岡」出口から車で約10分

木 曽 川 水 系 土 地 改 良 調 査 管 理 事 務 所

〒484-0082 愛知県犬山市大字犬山字北古券
TEL0568（61）1003 FAX0568（63）0089

■名鉄犬山線「犬山」駅から徒歩約15分

〒514-0051  三重県津市納所町524番地
TEL059（213）9350 FAX059（225）5347

■JR・近鉄・伊勢鉄道「津」駅から車で約10分
■近鉄｢津新町｣駅から車で約10分
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〒516-0035 三重県伊勢市勢田町628番地
TEL0596（63）5163 FAX0596（63）5164

■近鉄「宇治山田」駅から徒歩約15分

〒503－0652 岐阜県海津市海津町馬目515-1
高須輪中土地改良・管理センター2階

TEL0584（53）3990 FAX0584（53）3991
■JR岐阜羽島駅から車で約25分

中 勢 支 所

長 良 川 支 所

青 蓮 寺 支 所

犬 山 頭 首 工 管 理 所

宮 川 支 所

広報誌は木曽調ＨＰにも掲載しています。
https://www.maff.go.jp/tokai/noson/kisocho/index.html

令和２年９月発刊
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